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地球に住む私たちにとって、

月は最も近い天体です。距離の
近さだけでなく、古より私たち
の生活や文化・芸術などに深く
関わってきました。 
秋は湿度が下がり空気中の水

蒸気が少なくなるため、月や星
がぼやけずはっきりと見えるよ
うになります。秋の夜長、月明
りの下で幻想的な雰囲気に浸っ
てみてはいかがでしょうか。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

旧暦８月１５日の十五夜に月見
をする習わし。古くは中国から伝
わった。月を愛でながら秋の収穫
物を供えて五穀豊穣を祝い感謝
する。 

 

旧暦８月１３日の夜に行う月

見。十五夜の後に見る名月なの

で「後
のち

の月」、この時期にお供えす

る作物から「豆名月」「栗名月」と

も呼ばれる。出典☞『月の満ちかけ絵

本』あすなろ書房 

  

 

９月８日には、約３年ぶりに日本

全国で皆既月食が見られました。

深夜から未明にかけて、赤銅色に

輝く月が夜空を彩りましたが、見

た人はいるでしょうか。 

次回は来年の３月3日、日本で

も見られるそうですので、興味が

ある人は観測してみてはいかがで

しょうか。出典☞国立天文台 

   

    

 

 

  

 

『月の満ちかけ絵本』  
大枝史郎／文 佐藤みき／絵・ 

（あすなろ書房） 請求記号446オ 

  

およそ 29.5 日でひとめぐりする月の

満ちかけの仕組み、日食・月食、潮の満ち

引きなど、月と宇宙の不思議を分かりや

すく解説した知識絵本。 

『竹取物語 すらすら読める 

日本の古典』  
長尾剛／文 若菜等、Ki／絵 

（汐文社） 請求記号９１３ナ 

  

現存する日本最古の物語とされる『竹

取物語』が、リズムの良い現代文と美し

い挿絵で再現。古典が楽しくすらすら読

めます。一部原文付き。 

今年は１０月６日 

今年は１１月２日 『月のえくぼを見た男 麻田剛立』  
鹿毛敏夫／著 関屋敏隆／画 

（くもん出版） 請求記号２８９ア 

  

江戸時代、幼少期から天体観測を続

け、月面クレーターをスケッチ。独学でケ

プラーの第三法則を発見し、大阪に天文

塾「先事館」を開いた人物の生涯を描く。 

『月光浴』  
石川賢治／写真 

（小学館） 請求記号740 イ 

  

満月の光だけで撮影された月光写真

集。日本や世界各地の静謐（せいひつ）な

満月の夜の情景を、鮮やかに映し出す。 

https://web.d-library.jp/4awase2023/g0101/top/
https://private.calil.jp/gk-2003235-ank2e/
https://www.nao.ac.jp/astro/basic/lunar-eclipse-list.html
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連載企画 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

宮沢賢治は、大正～昭和時

代の詩人、童話作家、農学者、 

 思想家です。皆さんは小学校で

も『風の又三郎』『注文の多い料

理店』『銀河鉄道の夜』などの

童話に親しんだことでしょう。

他にも、最愛の妹トシとの死別

を詠んだ詩『永訣の朝』や、自

身のメモ帳に書きつけた『雨ニ

モマケズ』などが有名です。 

彼の作品には、故郷・岩手県

の自然豊かな風土と、日蓮宗

への熱心な信仰心が色濃く反

映されています。彼がイーハト

ーブと名付けた理想郷の世界

は、今も多くの人に愛され続け

ています。参考文献☞ 『ポプラディア

プラス 人物事典 4』（ポプラ社） 

 

 

 

   

 

 

        

  

 

 
 

 
『宮沢賢治と学ぶ宇宙と地球
の科学 ２ 地球の活動』 

柴田元彦／編著 
（創元社） 請求記号 ４５０ミ２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 宮沢賢治は少年時代から植

物や鉱物の採集に熱中し、教師

も務めました。その科学の知識

はさまざまな作品に織り込ま

れています。賢治の作品やエピ

ソードを手掛かりに地学の基

礎を学べる新感覚の参考書シ

リーズ全５巻の第２巻。『グスコ

ーブドリの伝記』等を参照し、

火山のしくみなどを学びます。 

 
 

 
  

 
 

 

 

 

９月24日～30日は、厚生労働省

が定める「結核・呼吸器感染症予防週

間」です。 

結核は、かつて「不治の病」とされ、

宮沢賢治の妹トシも結核で命を落とし

ました。効果的な薬により、現在の死亡

率は大幅に低下しています。 

しかし今なお年間 1０,000人以上

が発症し、1,400人以上が亡くなる、

日本の主要な感染症のひとつです(出

典☞厚生労働省HP)。インフルエンザや

新型コロナなど他の呼吸器感染症とと

もに注意が必要です。 

『教えて！感染症：「かぜ」から「新型コロナ」

まで ３ 感染症の影響と予防』  

土井洋平／監修 

（小峰書店） 請求記号493オ３ 

 

感染症の流行による影響を理解し、学校

や家庭でできる予防法を学びましょう。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou

